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資料１

中部ブロックの目指すべき将来の姿（素案）

・中部ブロックの目指すべき将来の姿
・５つの目指すべき地域づくりの方向
・９つの各地域における将来イメージ
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基本理念 ～中部地方を取り巻く情勢・課題

◆人口減少・少子高齢化 ◆世界経済・交流のグローバル化 ◆情報通信技術の発展

◆価値観の多様化 ◆地域コミュニティの衰退・地域間格差の拡大

１．中部地方を取り巻く情勢

◆日本のまんなか ◆卓越した産業集積 ◆自然災害への脆弱性

◆豊富な自然や文化・歴史・産業資源 ◆多極分散型地域構造

◆自動車への高い依存度

２．中部地方の特性

３．中部地方の今後取り組むべき課題

○巨大地震の発生や集中豪雨、台風による水害等の自然災害への対応

○日本の大動脈を担う中部地方ゆえに、大規模災害による社会経済活動の停滞懸念への対応

○活発な経済活動による様々な環境問題への対応

○渇水による水不足や、エネルギー危機への対応

○地域の活力衰退と地域間格差の拡大への対応

○社会の成熟化に伴うライフスタイルニーズの多様化への対応

○海外企業受入による国際化への対応

○訪日外国人旅行者の受入環境整備への対応
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3

基本理念 ～求められる将来像と政策体系（1/2）

１．概ね20年後に向けて念頭に置くべき社会情勢の変化

２．中部地方の責務と役割

◆日本のまんなかとして、災害に最も強い地域の構築
◆ものづくり産業を基軸とした我が国経済の牽引
◆まんなか地域としての国内外の交流・連携機能の強化
◆世界有数の環境先進地域への挑戦
◆ゆとりと利便性のバランスのとれた最も暮らしやすい地域の形成

３．10～20年後を見据えた中部地方の将来像

まんなかで日本をリードする中部

少子化、大都市における高齢者の増加

リニア中央新幹線・北陸新幹線の

効果の地域経済への波及

訪日外国人3,000万人の

世界に注目される観光立国の推進

ICTを活用した

ライフスタイルの進化

環境配慮型、

低炭素社会の進展

国土の防災・減災（老朽化対策）の推進による災害に強い国土構造の実現

活力の強化 住みやすさ・働きやすさの実現

安全・安心な基盤の実現



５つの目指すべき地域づくりの方向 ２５の具体的な目標

５．住み続けたくなる中部【最も暮らしやすい地域の形成】
○ 子供がのびのびと安全に成長できる社会の実現を目指す
○ ユビキタスネットワーク社会に対応した情報提供を進める
○ 快適で安全に暮らせる生活圏の実現を目指す
○ 安全で住みやすい居住環境の実現を目指す
○ 誇りや愛着を持てる協働・参加型の地域づくりを支援

４．自然と共生の中部【世界有数の環境先進地域への挑戦】
○ 地球温暖化を抑制するため温室効果ガスの削減を推進
○ 大気環境の改善やヒートアイランドの抑制を支援
○ 騒音・振動などの生活環境を改善
○ ごみの発生抑制・循環型社会の構築を支援
○ 美しい自然環境を保全・創出し多様な生態系などを維持・再生
○ 健全な水循環系を構築し、持続可能な環境を創出
○ 独自の地域資源を保全・再生・活用した魅力ある景観を創出

２．活力溢れる中部【我が国経済の牽引】
○ 港湾・空港の機能を強化し、世界的に優れた国際物流ﾈｯﾄﾜｰｸを形成
○ 国内交通ネットワークを強化し、スムーズな移動を可能に
○ 陸・海・空が一体となった高度な物流システムを構築
○ 水の安定確保などものづくりに不可欠な施策を推進

３．出会い豊かな中部【国内外の交流・連携機能の強化】
○ 人・モノ・情報の交流を拡大・活発化
○ 社会基盤整備で都市機能を高度化し、各地域の自立と交流・連携を促す
○ 中山間地や農山漁村の地域力を向上し、各地域の自立と交流・連携を促す
○ 独自の地域資源を活用し、観光など地域の魅力を向上

１．いかなる災害にも しなやかで強い中部【災害に最も強い地域の構築】
○ 大規模地震や津波にも強い地域を構築
○ 洪水・土砂災害・高潮、雪害などや渇水に強い地域を構築
○ 様々な災害でも寸断されることのない交通体系等を構築
○ 災害・事故に係る情報提供や災害対応体制を強化
○ 社会資本の老朽化対策の推進
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基本理念 ～求められる将来像と政策体系（2/2）
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４．10～20年後を見据えた中部地方の政策体系



５つの目指すべき地域づくりの方向 ２５の具体的な目標

５．愛着の持てる中部 【暮らし】
○ 子供がのびのびと安全に成長できる社会の実現を目指す
○ ユビキタスネットワーク社会に対応した情報提供を進める
○ 快適で安全に暮らせる生活圏の実現を目指す
○ 安全で住みやすい居住環境の実現を目指す
○ 誇りや愛着を持てる協働・参加型の地域づくりを支援

４．自然と共生する中部 【環境・景観】
○ 地球温暖化を抑制するため温室効果ガスの削減を推進
○ 大気環境の改善やヒートアイランドの抑制を支援
○ 騒音・振動などの生活環境を改善
○ ごみの発生抑制・循環型社会の構築を支援
○ 美しい自然環境を保全・創出し多様な生態系などを維持・再生
○ 健全な水循環系を構築し、持続可能な環境を創出
○ 独自の地域資源を保全・再生・活用した魅力ある景観を創出

２．活力ある中部（強い産業競争力） 【産業競争力】
○ 港湾・空港の機能を強化し、世界的に優れた国際物流ﾈｯﾄﾜｰｸを形成
○ 国内交通ネットワークを強化し、スムーズな移動を可能に
○ 陸・海・空が一体となった高度な物流システムを構築
○ ものづくりに不可欠な水の安定確保を図る

３．交流が活発な中部 【交流・連携】
○ 人・モノ・情報の交流を拡大・活発化
○ 社会基盤整備で都市機能を高度化し、各地域の自立を促す
○ 中山間地や農山漁村の地域力を向上し、各地域の自立を促す
○ 独自の地域資源を活用し、観光など地域の魅力を向上

１．災害に強い中部 【安全安心】
○ 大規模地震や津波にも強い地域を構築
○ 洪水・土砂災害・高潮、雪害などや渇水に強い地域を構築
○ 様々な災害でも寸断されることのない交通体系等を構築
○ 災害・事故に係る情報提供や災害対応体制を強化
○ 既存の社会資本ストック機能を持続
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中部ブロックの目指すべき将来の姿（案）
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中部全体で目指す地域づくり ～ 「まんなかで日本をリードする中部」の形成

９つの地域の役割と発展を重視した、
相互連携による地域づくり

各地域が強みを活かし弱みを克服するための
各種プロジェクトを推進するとともに、各地域の
連携を図る

■中部ブロックの将来像 ■高速交通ネットワークを活用した連携イメージ

南
北
軸

東西軸

海外との

連携

海外との

連携

海外との

連携

日本のロータリーとして新たな価値を生み出す個性と魅力ある圏域を形成するため、
「日本のまんなかから世界のまんなかへ」と飛翔する将来像の実現を目指す

6



・富士川の他、興津川、安倍川、

大井川などの流域

・古くは、静岡県中部から甲州へ

の富士川街道で結ばれた地域

であり、佐久甲州街道で信州佐

久を結ぶ地域一帯

① 駿河湾沿岸から長野県
東部を結ぶ地域

・古くは、近畿と東海地方が七道駅路で結ば

れ、その後、鎌倉街道、徳川家康の五街道

へと変遷する東西の大動脈で結ばれた地

域

・新名神高速道路が開通し、新たな交流が

育まれる地域

⑤東海と近畿を結ぶ地域

・富士山をはじめ箱根・伊豆など自

然景勝地や温泉資源に恵まれ、

古くから保養地や観光地、別荘

地として発展してきた地域一帯

・富士箱根伊豆国立公園に指定さ

れた地域一帯

⑦ 富士山麓と伊豆半島、
丹沢周辺を結ぶ地域

・諏訪湖から遠州灘に注ぐ天竜

川の他、豊川の流域一帯

・古くは、静岡県西部(遠州)や愛

知県三河から信州への「塩の

道」で結ばれた地域

② 南信から三遠を結ぶ地域

・名古屋を中心とする東海三県に

わたる経済圏域

③ 名古屋都市圏一帯を
取り巻く地域

・飛騨川～木曽川、長良川、神通

川、庄川の流域一帯

・東海北陸自動車道が全通し、

新たな交流が育まれる地域

④ 東海と北陸を結ぶ地域

・伊勢湾・三河湾に注ぐ流域圏、伊勢湾・三

河湾沿岸地域

⑥ 伊勢湾・三河湾流域

・古くは、熊野那智大社など熊野

三山がある熊野と、伊勢神宮の

ある伊勢が世界遺産に登録され

た熊野古道で結ばれた地域

・また熊野古道により、紀伊や大

和とも結ばれた地域

⑧ 伊勢と紀伊半島中南部
を結ぶ地域

・古くは、富山湾の鰤を高山～信

州へ運ぶ「ブリ街道」と、糸魚川

河口から信州へ塩を運ぶ「塩の

道」で結ばれた地域

・信濃川～千曲川流域で新潟とも

結ばれる地域

⑨ 長野と飛騨・奥美濃、
北陸沿岸を結ぶ地域

7

９つの各地域の概要



■「地域づくりのコンセプト」導出に係る関連キーワードの整理

○：強み ×：弱み

①駿河湾沿岸
から長野県東
部を結ぶ地域

・長野県境に源を発し、山梨県を上流
域に持つ富士川、興津川、安倍川、大
井川などの流域。
・古くは、静岡県中部(駿河)から甲州
へ塩などの物資を運ぶ富士川街道で結
ばれた地域
・佐久甲州街道で信州佐久を結ぶ地域
一帯。日本を横断する地域。

○日本の社会経済活動を下支え
する地域・日本の大動脈を有する
・東名、新東名、中央道、東海道新
幹線によるリダンダンシーが確立さ
れたエリア
・富士山静岡空港・清水港・御前崎
港を有する

×自然災害が社会経済活動に与
える影響が大きい地域
・南北軸の交通ネットワークが未成
熟
・南海トラフ巨大地震における甚大
な被害の懸念
・大規模災害時の交通寸断による
社会経済への甚大な影響の恐れ
・河川氾濫の懸念

●災害に強い安全・安心基盤が整備された地域
　⇒東西交通の代替性を活かし、大規模災害に備える
●内陸のフロンティア構想など、地域ポテンシャルを活かした産業経済集積の強化
　⇒社会経済を下支えするポテンシャルを活かす
●南北連携軸を強化する交通ネットワークの形成により、全方向的に交流・連携が活
発な地域
　⇒南北軸の交通ネットワークを強化する
●富士山静岡空港開港を契機に、東アジアをはじめ国内外との人や物の交流を一
層活発化させ、当地域の様々な産業や観光・文化など魅力あふれる地域
　⇒交流拠点となる国際空港を活かす

■日本の国土・経済の大動脈を支える地域
づくり

リニア中央新幹線と高速道路の多重化による
東西交通の代替性を活かすとともに、内陸フ
ロンティア機能や国際空港を積極的に活用
し、国土の防災・減災（老朽化対策）と日本経
済に貢献する地域を目指す。

・ハード、ソフトを組合せた多重防御
・交通網の耐震化や代替補完機能の確保

・水害対策や土砂災害対策、津波・高潮対
策等
・拠点都市と周辺地域を結ぶ高速交通
ネットワーク計画の検討
・国際的人流・物流に関するサービスの高
度化・効率化
・昇龍道プロジェクトの推進

②南信から三
遠を結ぶ地域

・諏訪湖から遠州灘に注ぐ天竜川の
他、豊川の流域一帯。
・古くは、静岡県西部(遠州)や愛知県
三河から信州(塩尻)への「塩の道」
（伊那街道・秋葉街道）で結ばれた地
域。

○国際物流、交流拠点を有する地
域
・三河港、御前崎港、富士山静岡空
港といった国際ゲートウェイを有す
る

×国土保全メカニズムの脆弱化が
懸念される地域
・ダム機能の低下、海岸浸食の深刻
化
・日本有数の山岳地域・中山間地域
における森林荒廃
・南北方向の高速交通ネットワーク
が未成熟

●総合的な土砂管理の取り組み、多様な生態系等の保全等により、環境にやさしく
災害に強い地域
　⇒ダム機能の低下、海岸浸食の深刻化に対応する
●太平洋沿岸と内陸部を結ぶ交通ネットワークとリニア中央新幹線駅からの交通ネッ
トワークによる人や物の交流が活発な地域
　⇒南北方向の交流を活性化させる
●環伊勢湾地域の各拠点都市や各国際ゲートウェイとの連携強化により地域の魅力
と成長力を高めるモデル圏域
　⇒三河港、御前崎港、富士山静岡空港を活かす

■国土の保全と多様な交流を担う地域づくり

水源地域から下流域にわたり、地域を一体的
に保全するとともに、それらの取組を通じ、県
域を越えた地域間交流の活性化による豊かな
地域づくりを目指す。

・天竜川水系の総合的な土砂管理
・海岸侵食対策
・三遠南信自動車道の整備
・港湾と空港の連携

・リニアに接続する都市間交通ネットワー
クの整備
・東西方向の高速交通ネットワークの計画
の検討
・三河港の物流拠点機能強化
・昇龍道プロジェクトの推進

③名古屋都市
圏一帯を取り巻
く地域

・名古屋を中心とする東海三県にわた
る経済圏域 。

○我が国経済の牽引地域・ものづ
くり産業の集積地で我が国経済を
牽引
・名古屋港、中部国際空港といった
国際ゲートウェイを有する
・交通ネットワークの要衝
・ものづくり産業にゆかりのある多様
な歴史・文化・観光資源を有する

×自然災害への防災・減災を促進
すべき地域
・南海トラフ巨大地震における甚大
な被害の懸念
・我が国最大のゼロメートル地帯を
有する
・社会資本ストックの寸断による社会
経済活動停滞の懸念

●災害に強い安全・安心基盤を整えた地域
　⇒自然災害に備える
●都市圏環状道路の整備とリニア中央新幹線駅からの交通ネットワークによる人や
物の交流が活発な地域
　⇒人・モノ・情報の集積を活かす
●企業進出や宅地開発、新たな産業が創出される国際的に強いものづくり産業が発
展した地域
　⇒ものづくり産業の集積を活かす
●様々な産業や観光・文化など魅力あふれる地域
　⇒多様な文化を活かす

■世界最強都市圏を創出する地域づくり
 
リニア中央新幹線をはじめ、高速交通網の連
携・連結強化を背景として、国際競争力の高
い産業集積地を目指すとともに、文化や観光
交流の中枢拠点としても成長する。

・多重防御による災害対策
・ものづくりの中心地としての信頼確保
・社会資本ストックの適切な維持管理

・水害対策や津波・高潮対策等
・リニアによる世界最強都市圏誕生に向け
た取組
・名古屋港・四日市港の効率化・高規格化
・昇龍道プロジェクトの推進

④東海と北陸
を結ぶ地域

・岐阜県高山市に源を発し、太平洋に
注ぐ河川（飛騨川～木曽川、長良川）
と日本海に注ぐ河川（神通川、庄川）
の流域一帯。
・太平洋沿岸と日本海沿岸とを直結す
る東海北陸自動車道が全通し、新たな
交流が育まれる地域。

○北陸経済圏との連携を支える地
域
・東海北陸自動車道の開通による
南北ネットワークの拡大
・環日本海経済圏との連携強化

×南北交流軸が十分ではなく、自
然災害に脆弱な地域
・水源地の森林の荒廃
・洪水、土砂災害の懸念
・雪害対策
・南北連携軸の整備が不十分

●港湾・空港を結ぶ多様なネットワーク形成と、リニア中央新幹線駅からの交通ネット
ワークによる産業立地等の一層の促進により交流が活発で活力あふれる地域
　⇒太平洋側の経済力を活かす
●揖斐川上流域等の水源地を保全し上下流域が交流する地域
　⇒水源地の荒廃を克服する
●多様な観光ルートの提供により、地場産業や観光産業が活性化する地域
　⇒日本海側の多様な観光資源を活かす

■日本海と連携した新たな交流圏を構築する
地域づくり

昇龍道プロジェクトを基軸とした日本海側の魅
力的な観光資源との融合により、地域の魅力
を高め、広域交流の活性化を目指す

・水害・土砂災害
・雪害等の対策
・南北交流軸の強化
・上流域の水源地保全

・高速交通ネットワークの整備
・リニアに接続する都市間交通ネットワー
クの整備
・昇龍道プロジェクトの推進

⑤東海と近畿
を結ぶ地域

・古くは、近畿（朝廷のあった畿内）
と東海地方（伊勢や尾張、美濃など）
が七道駅路で結ばれ、
その後、鎌倉街道、徳川家康の五街道
（東海道）へと変遷する東西の大動脈
で結ばれた地域。
・新名神高速道路により、新たな交流
が育まれる地域。

○国際交易拠点が立地し、関西
マーケットへの近接性を活かした
発展が期待出来る地域
・四日市港、名古屋港といった国際
ゲートウェイを有する
・新名神高速道路の一部開通によ
る近畿圏との連携強化
・関西マーケットとの近接性

×慢性的な交通渋滞が物流・交流
活動に影響を及ぼしている地域
・新名神高速道路の未整備による
交通渋滞
・沿岸部の津波、高潮災害などによ
る交通障害

●産業立地等の促進や新たな産業の創出とともに、リニア中央新幹線駅からの交通
ネットワークによる名古屋都市圏をはじめ国内外との交流が活発な地域
　⇒国際交易拠点、隣接する関西マーケットを活かす
●人・モノ・情報の交流・連携により、当地域の様々な観光や文化など魅力あふれる
地域
　⇒隣接する関西マーケットを取り込む
●災害に強い安全・安心基盤を整えた地域
　⇒沿岸部の津波、高潮災害への恐れに備える

■国際交易の拠点的な地域として競争力を
高める地域づくり

近畿圏との人・モノ・情報の交流・連携を図る
とともに、安全安心な基盤を構築することによ
り、国際競争力の高い国際的な交易拠点を目
指す。

・多重防御による災害対策
・南北交流軸の強化と代替性の確保
・産業立地促進や新産業創出

・リニアに接続する都市間交通ネットワー
クの整備
・港湾・空港への高速交通アクセス計画の
検討
・昇龍道プロジェクトの推進

⑥伊勢湾・三河
湾流域

・伊勢湾・三河湾に注ぐ流域圏、伊勢
湾・三河湾沿岸地域。

○伊勢湾流域としての一体感を
持った地域
・（森・川・海の豊富な美しい自然資
源を保有）
・伊勢湾流域で利害が享受された
地域

×伊勢湾流域圏としての自然環境
の荒廃が懸念される地域
・閉鎖性水域による水質汚濁
・水源地の森林荒廃

●森林、農用地等の保全・整備、海域の底質改善や水質浄化機能の保全・再生・創
出等により、流域圏の健全な水・物質循環の構築を目指す地域
　⇒自然環境の荒廃を克服する
●生物の生息・生育する干潟、浅場、藻場等の保全・再生・創出等を行い、多様な生
態系と漁業生産の回復
　⇒閉鎖性水域の水質汚濁を克服する
●人々が水辺で親しみ安全で憩い・安らぎを得られる空間を拡充される地域
　⇒豊かな自然資源を活かす

■伊勢湾の流域圏の保全と連携を育む地域
づくり

伊勢湾の上下流域の多様な主体が環境保全
に向けた取組を推進するとともに、循環型社
会の構築に向けた、上下流域連携の活性化
を目指す。

・海域底質改善
・水質浄化機能の保全・再生・創出
・浅場・藻場・干潟の再生
・水源地保全および憩い空間の創出

・健全な水・物質循環の構築
・市街地における流域下水道等の汚染負
荷削減
・憩い・やすらぎ空間の拡充 検討
・景観・環境の基準づくり

⑦富士山麓と
伊豆半島、丹
沢周辺を結ぶ
地域

・富士山をはじめ箱根・伊豆など自然
景勝地や温泉資源に恵まれ、 古くから
保養地や観光地、別荘地として発展し
てきた地域一帯。
・富士箱根伊豆国立公園に指定された
地域一帯。

○富士山をはじめとした様々な観
光資源を有し、首都圏マーケット
の取り込みにより活力向上が期待
出来る地域
・富士山の世界遺産登録
・（多くの景勝地を有する）
・富士山静岡空港を有する
・首都圏との近接性

×大規模自然災害の甚大な被害
を被る恐れのある地域
・南北交通軸の弱さ（未整備区間の
残る伊豆縦貫自動車道）
・南海トラフ巨大地震、富士山噴火
の危惧
・慢性的な交通渋滞

●豊かな自然環境や魅力ある観光資源等を生かし、他地域と連携した多様な観光
ルートの提供や富士山の世界文化遺産登録の取り組みなど観光産業等の更なる人
的交流の活発化を目指す地域
　⇒富士山を中心とした観光資源を活かす
●内陸のフロンティア構想とともに災害に強く交流が活発な地域
　⇒大規模自然災害に備える
●憩い安らげる空間と産業や暮らしが一帯となった新たなモデル圏域
　⇒中部のみならず、首都圏の憩いに対するニーズを取り込む

■中部の象徴的な観光資源の国内外の情報
発信力を高める地域づくり

富士山をはじめとした多様な観光資源を有す
るポテンシャルを活用し、国内外の認知度を
高め、持続的で安定的な観光圏域による地域
活性化を目指す。

・東アジア等との交流の拡大・活性化
・各観光地へのアクセス改善

・水害対策や津波・高潮対策等
・昇龍道プロジェクトの推進
・観光地間を結ぶ高速交通ネットワーク計
画の検討

⑧伊勢と紀伊
半島中南部を
結ぶ地域

・古くは、熊野那智大社など熊野三山
がある熊野と、伊勢神宮のある伊勢が
世界遺産に登録された熊野古道（伊勢
路）で結ばれた地域。
・熊野古道により、紀伊や大和（和歌
山・奈良県）とも結ばれた地域。

○日本の神道文化を象徴する歴
史・伝統・文化資源を有する地域
・伊勢神宮や世界遺産熊野古道を
有する

×未成熟な交通ネットワークによ
り、有事の際の交通寸断の恐れを
有するとともに、地域活力が低迷
している地域
・南海トラフ巨大地震、豪雨など自
然災害の被災の懸念
・交通網の寸断が起こりやすい
・高速交通ネットワークが未成熟
・（過疎化の進行）

●台風や東南海・南海地震等の自然災害に強い地域
　⇒自然災害に備える
●近畿圏や環伊勢湾地域をはじめ国内外と交流が活発 な地域
　⇒交通ネットワークの脆弱性を克服する
●世界遺産や地形・気候などの風土を活かした観光産業の更なる活性化と、新たな
産業分野の創出など活力 あふれる地域
　⇒日本の神道文化を象徴する歴史・伝統・文化を活かす

■古来からの文化資源を未来に継承する地
域づくり

防災・克災力を高め、古来の文化資源を守り
継承し、その活用による持続的な発展を目指
す。

・緊急時、高度医療施設へのアクセス向
上
・多重防御による災害対策
・観光・交流拠点の充実

・津波・高潮対策等の骨太な社会資本整
備
・観光地間を結ぶ高速交通ネットワーク計
画の検討
・昇龍道プロジェクトの推進

⑨長野と飛騨・
奥美濃、北陸
沿岸を結ぶ地
域

・古くは、富山湾の鰤を高山～信州
（松本）へ運ぶ「ブリ街道」（飛騨街
道～野麦街道）と、糸魚川河口から信
州(塩尻)へ塩を運ぶ「塩の道」（千国
街道～松本街道）で結ばれた地域。
・信濃川～千曲川流域で新潟とも結ば
れる地域

○日本の屋根と分水嶺を介して中
部と北陸を接続する地域
・北陸新幹線の開通を控える
・北陸の国際空港に近接している
・中部の水源地域が連担する地域
・避暑・冬季レジャーで発展
・（豊富な美しい自然を有する）

×火山、土砂、豪雪の自然災害の
恐れがある地域
・日常生活を脅かす豪雪地帯を有
する
・火山災害、土砂災害の懸念
・（水源地の森林の荒廃）
・（中山間地域の担い手の減少）

●流出土砂の抑制、河川整備等により、様々な自然災害に強い地域
　⇒土砂災害に備える
●交通ネットワークの形成により、関東・北陸・東海エリアをはじめ、空港・港湾を介し
た国内外との交流が活発な地域
　⇒北陸新幹線、国際空港・港湾を活かす
●北陸新幹線を活用した観光産業の活性化と農林業を活かした自然体験等や滞在
型観光などにみる新たな産業の創出など活力あふれる地域
　⇒豊富な美しい自然を活かす

■日本の屋根と分水嶺を美しく保全する地域
づくり

雄大な自然景観を維持保全するとともに、自
然災害への対応を強化し、自然を守る交流の
拡大を進め、美しく持続的な水源地の形成を
目指す。

・代替道路の確保
・火山災害や土砂災害等への対応
・関東・北陸・東海エリアとの交流促進

・総合的かつ計画的な水害対策土砂災害
対策
・岐阜・石川・富山・新潟を結ぶ広域交通
機能の強化
・昇龍道プロジェクトの推進

・（　　）は、当該地域に特化した特徴では無いが、地域イメージ、コンセプトを導出する上で必要となる視点として記している

広域的な観点で推進すべき事項地域 地域の概要
地域の特徴

地域の目指すべき将来イメージ 地域づくりのコンセプト 重点対策
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地域づくりのコンセプト 地域の強み・弱み 地域の目指すべき将来イメージ

①駿河湾沿岸か
ら長野県東部を
結ぶ地域

日本の国土・経済の大動脈を支える
地域づくり

リニア中央新幹線と高速道路の多重
化による東西交通の代替性を活かす
とともに、内陸フロンティア機能や国
際空港を積極的に活用し、国土の防
災・減災（老朽化対策）と日本経済に
貢献する地域を目指す。

○日本の社会経済活動を下支えする地
域・日本の大動脈を有する

×自然災害が社会経済活動に与える影
響が大きい地域

◆災害に強い安全・安心基盤が整備された地域
◆内陸のフロンティア構想など、地域ポテンシャル
を活かした産業経済集積の強化
◆南北連携軸を強化する交通ネットワークの形成
により、全方向的に交流・連携が活発な地域
◆国内外との人や物の交流を一層活発化させ、当
地域の様々な産業や観光・文化など魅力あふれる
地域

②南信から三遠
を結ぶ地域

国土の保全と多様な交流を担う地域
づくり

水源地域から下流域にわたり、地域
を一体的に保全するとともに、それら
の取組を通じ、県域を越えた地域間
交流の活性化による豊かな地域づく
りを目指す。

○国際物流、交流拠点を有する地域

×国土保全メカニズムの脆弱化が懸念
される地域

◆総合的な土砂管理の取り組み、多様な生態系等
の保全等による環境にやさしく災害に強い地域
◆太平洋沿岸と内陸部を結ぶ交通ネットワークとリ
ニア中央新幹線駅からの交通ネットワークによる人
や物の交流が活発な地域
◆環伊勢湾地域の各拠点都市や各国際ゲートウェ
イとの連携強化により地域の魅力と成長力を高め
るモデル圏域

③名古屋都市圏
一帯を 取り巻く
地域

世界最強都市圏を創出する地域づく
り

リニア中央新幹線をはじめ、高速交
通網の連携・連結強化を背景として、
国際競争力の高い産業集積地を目
指すとともに、文化や観光交流の中
枢拠点としても成長する。

○我が国経済の牽引地域・ものづくり産
業の集積地で我が国経済を牽引

×自然災害への防災・減災を促進すべ
き地域

◆災害に強い安全・安心基盤を整えた地域
◆都市圏環状道路の整備とリニア中央新幹線駅か
らの交通ネットワークによる人や物の交流が活発な
地域
◆企業進出や宅地開発、新たな産業が創出される
国際的に強いものづくり産業が発展した地域
◆様々な産業や観光・文化など魅力あふれる地域

9

９つの各地域における地域づくりのコンセプト（1/3）
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９つの各地域における地域づくりのコンセプト（2/3）

地域づくりのコンセプト 地域の強み・弱み 地域の目指すべき将来イメージ

④東海と北陸を
結ぶ地域

日本海と連携した新たな交流圏を構
築する地域づくり

昇龍道プロジェクトを基軸とした日本
海側の魅力的な観光資源との融合
により、地域の魅力を高め、広域交
流の活性化を目指す

○北陸経済圏との連携を支える地域

×南北交流軸が十分ではなく、自然災害
に脆弱な地域

◆港湾・空港を結ぶ多様なネットワーク形成と、リニ
ア中央新幹線駅からの交通ネットワークによる産業
立地等の一層の促進により交流が活発で活力あふ
れる地域
◆揖斐川上流域等の水源地を保全し上下流域が
交流する地域
◆多様な観光ルートの提供により、地場産業や観
光産業が活性化する地域

⑤東海と近畿を
結ぶ地域

国際交易の拠点的な地域として競争
力を高める地域づくり

近畿圏との人・モノ・情報の交流・連
携を図るとともに、安全安心な基盤を
構築することにより、国際競争力の
高い国際的な交易拠点を目指す。

○国際交易拠点が立地し、関西マーケッ
トへの近接性を活かした発展が期待出来
る地域

×慢性的な交通渋滞が物流・交流活動
に影響を及ぼしている地域

◆産業立地等の促進や新たな産業の創出とともに、
リニア中央新幹線駅からの交通ネットワークによる
名古屋都市圏をはじめ国内外との交流が活発な地
域
◆人・モノ・情報の交流・連携により、当地域の様々
な観光や文化など魅力あふれる地域
◆災害に強い安全・安心基盤を整えた地域

⑥伊勢湾・三河
湾流域

伊勢湾の流域圏の保全と連携を育
む地域づくり

伊勢湾の上下流域の多様な主体が
環境保全に向けた取組を推進する
とともに、循環型社会の構築に向け
た、上下流域連携の活性化を目指
す。

○伊勢湾流域としての一体感を持った
地域

×伊勢湾流域圏としての自然環境の荒
廃が懸念される地域

◆流域圏の健全な水・物質循環の構築を目指す
地域
◆生物の生息・生育する干潟、浅場、藻場等の保
全・再生・創出等を行い、多様な生態系と漁業生
産の回復
◆人々が水辺で親しみ安全で憩い・安らぎを得ら
れる空間を拡充される地域
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９つの各地域における地域づくりのコンセプト（3/3）

地域づくりのコンセプト 地域の強み・弱み 地域の目指すべき将来イメージ

⑦富士山麓と伊
豆半島、丹沢周
辺を結ぶ地域

中部の象徴的な観光資源の国内外
の情報発信力を高める地域づくり

富士山をはじめとした多様な観光資
源を有するポテンシャルを活用し、
国内外の認知度を高め、持続的で
安定的な観光圏域による地域活性
化を目指す。

○富士山をはじめとした様々な観光資
源を有し、首都圏マーケットの取り込み
により活力向上が期待出来る地域

×大規模自然災害の甚大な被害を被る
恐れのある地域

◆他地域と連携した多様な観光ルートの提供や
富士山の世界文化遺産登録の取り組みなど観光
産業等の更なる人的交流の活発化を目指す地域
◆内陸のフロンティア構想とともに災害に強く交流
が活発な地域
◆憩い安らげる空間と産業や暮らしが一帯となっ
た新たなモデル圏域

⑧伊勢と紀伊半
島中南部 を結
ぶ地域

古来からの文化資源を未来に継承
する地域づくり

防災・克災力を高め、古来の文化資
源を守り継承し、その活用による持
続的な発展を目指す。

○日本の神道文化を象徴する歴史・伝
統・文化資源を有する地域

×未成熟な交通ネットワークにより、有
事の際の交通寸断の恐れを有するとと
もに、地域活力が低迷している地域

◆台風や東南海・南海地震等の自然災害に強い
地域
◆近畿圏や環伊勢湾地域をはじめ国内外と交流
が活発 な地域
◆世界遺産や地形・気候などの風土を活かした観
光産業の更なる活性化と、新たな産業分野の創
出など活力 あふれる地域

⑨長野と飛騨・
奥美濃、北陸沿
岸を結ぶ地域

日本の屋根と分水嶺を美しく保全す
る地域づくり

雄大な自然景観を維持保全すると
ともに、観光資源として活用するとと
もに、自然災害への対応を強化し、
自然を守る交流の拡大を進め、美し
く持続的な水源地の形成を目指す。

○日本の屋根と分水嶺を介して中部と
北陸を接続する地域

×火山、土砂、豪雪の自然災害の恐れ
がある地域

◆流出土砂の抑制、河川整備等により、様々な自
然災害に強い地域
◆関東・北陸・東海エリアをはじめ、空港・港湾を
介した国内外との交流が活発な地域
◆北陸新幹線を活用した観光産業の活性化と農
林業を活かした自然体験等や滞在型観光などに
みる新たな産業の創出など活力あふれる地域



地域づくりのコンセプト 重点対策 広域的な観点で推進すべき事項

①駿河湾沿岸か
ら長野県東部を
結ぶ地域

日本の国土・経済の大動脈を
支える地域づくり

ハード、ソフトを組合せた多重防御
交通網の耐震化や代替補完機能の確保

水害対策や土砂災害対策、津波・高潮対策等
拠点都市と周辺地域を結ぶ高速交通ネットワーク計画の検討

国際的人流・物流に関するサービスの高度化・効率化
昇龍道プロジェクトの推進

②南信から三遠
を結ぶ地域

国土の保全と多様な交流を担
う地域づくり

天竜川水系の総合的な土砂管理
海岸侵食対策
三遠南信自動車道の整備

港湾と空港の連携

リニアに接続する都市間交通ネットワークの整備
東西方向の高速交通ネットワーク計画の検討

三河港の物流拠点機能強化
昇龍道プロジェクトの推進

③名古屋都市圏
一帯を 取り巻く
地域

世界最強都市圏を創出する
地域づくり

多重防御による災害対策
ものづくりの中心地としての信頼確保
社会資本ストックの適切な維持管理

水害対策や津波・高潮対策等
リニアによる世界最強都市圏誕生に向けた取組

名古屋港・四日市港の効率化・高規格化
昇龍道プロジェクトの推進

④東海と北陸を
結ぶ地域

日本海と連携した新たな交流
圏を構築する地域づくり

水害・土砂災害
雪害等の対策
南北交流軸の強化
上流域の水源地保全

高速交通ネットワークの整備
リニアに接続する都市間交通ネットワークの整備

昇龍道プロジェクトの推進

⑤東海と近畿を
結ぶ地域

国際交易の拠点的な地域とし
て競争力を高める地域づくり

多重防御による災害対策
南北交流軸の強化と代替性の確保

産業立地促進や新産業創出

リニアに接続する都市間交通ネットワークの整備
港湾・空港への高速交通アクセス計画の検討
昇龍道プロジェクトの推進

⑥伊勢湾・三河
湾流域

伊勢湾の流域圏の保全と連
携を育む地域づくり

海域底質改善
水質浄化機能の保全・再生・創出
浅場・藻場・干潟の再生
水源地保全および憩い空間の創出

健全な水・物質循環の構築
市街地における流域下水道等の汚染負荷削減
憩い・やすらぎ空間の拡充 検討
景観・環境の基準づくり

⑦富士山麓と伊
豆半島、丹沢周
辺を結ぶ地域

中部の象徴的な観光資源の
国内外の情報発信力を高め
る地域づくり

東アジア等との交流の拡大・活性化
各観光地へのアクセス改善

水害対策や津波・高潮対策等
昇龍道プロジェクトの推進
観光地間を結ぶ高速交通ネットワーク計画の検討

⑧伊勢と紀伊半
島中南部 を結ぶ
地域

古来からの文化資源を未来に
継承する地域づくり

緊急時、高度医療施設へのアクセス向上
多重防御による災害対策
観光・交流拠点の充実

津波・高潮対策等の骨太な社会資本整備
観光地間を結ぶ高速交通ネットワーク計画の検討

昇龍道プロジェクトの推進

⑨長野と飛騨・
奥美濃、北陸沿
岸を結ぶ地域

日本の屋根と分水嶺を美しく
保全する地域づくり

代替道路の確保
火山災害や土砂災害等への対応
関東・北陸・東海エリアとの交流促進

総合的かつ計画的な水害対策土砂災害対策
岐阜・石川・富山・新潟を結ぶ広域交通機能の強化

昇龍道プロジェクトの推進
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９つの各地域における重点対策および広域的な観点で進める事項の整理

安 ：災害に最も強い地域の構築 産 ：我が国経済の牽引 交 ：国内外の交流・連携機能の強化 環：世界有数の環境先進地域への挑戦 暮 ：最も暮らしやすい地域の形成凡例



資料２

リニア中央新幹線開業を見据えた地域づくり

（今回議論用資料）

1



リニアインパクトの活用 ～リニア中央新幹線の概要～

出典：リニア中央新幹線建設促進期成同盟会、駅についてはJR東海「中央新幹線(東京都・名古屋市間)計画段階環境配慮書」を元に作成

■スケジュール
2014年度を目標に工事着工。名古屋開業
は14年後。全線営業は32年後。

■時間短縮
2014年度を目標に工事着工。名古屋
開業は14年後。全線営業は32年後。

■経済効果
経済効果は名古屋開業で約10.7兆円。

※開業年を2025年とし、同年を基準年として50年間の効果を算定。
※「人口減少」や「技術進歩」を考慮した試算結果。

100

40

72

0

50

100

150

新幹線

のぞみ

リニア

（速達型）

リニア

（各停型）

東名

ハイウェイバス

（分） 300

出典：JR東海公表資料、
乗換案内より作成

2013

2015

2027

実験線（42.8km）延伸工事完了

中間駅位置・ルートの公表

工事着工

全線営業開始2045

品川～名古屋間営業開始

工事実施計画の申請・認可

環境影響評価

14年後

32年後

出典：JR東海公表資料等より作成

■ルート
主な経由地は甲府市付近、南アルプス中南
部、名古屋市付近、奈良市付近としている。

出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング資料
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三大都市圏の連携強化
（一体化）

地方圏間の連携強化
（北陸と中部との連携）

幹線道路・高速鉄道
によるネットワークの

重層化

国際空港・
国際港湾の連携

日本の経済エンジンの強化
（国際競争力の向上）
豊かな生活圏の形成

強くしなやかな国土の構築
国際交流基盤の強化

（グローバリゼーションへの
積極的な関与）

リニアインパクトの活用 ～リニア中央新幹線による国土の新たな発展像～

■国土の主たる発展課題

■リニアを始めとする
社会資本ネットワークの充実・強化

■新たな国土の発展方向

3



《愛知県》 ※検討中
◆あいちビジョン2020（案）

《岐阜県》 ※検討中
◆岐阜県リニア中央新幹線活用戦略（案）

《名古屋市》 ※検討中
◆名古屋駅周辺まちづくり構想《骨子》（案）

■自治体、経済界におけるリニア中央新幹線を基軸とした地域まちづくりビジョン等の検討状況

《中津川市》 ※策定済（平成25年8月）
◆中津川リニアのまちづくりビジョン

《名古屋商工会議所》※策定済（平成25年3月）
◆リニア中央新幹線開業を見据えた当地の地域づくり

《長野県》 ※検討中
◆長野県リニア活用基本構想（案）～リニ
ア中央新幹線が創る信州の未来～

《飯田市》 ※策定済（平成22年11月）
◆リニア将来ビジョン

《名古屋の街づくりを考える会》
名古屋商工会議所
一般社団法人 中部経済連合会 等
※策定済（平成25年6月）
◆『（仮称）ナゴヤ・グランドビジョン』策定の提言

《リニア中央新幹線を活かした地域活性化協議会》
◆リニア中央新幹線を活かした地域活性化『グランドデ
ザイン』の骨子（案）

4

リニア中央新幹線をめぐる動き ～各自治体・経済界の検討状況～



リニアインパクトの活用 ～リニアを基軸とした地域まちづくりビジョン等の検討状況➀～

主要な政策の方向性
●リニア中央新幹線の整備促進と40分交通圏の形成
●広域道路ネットワークの整備
●総合的な交通ネットワークの検討

愛知県

出典：「あいちビジョン2020」（案）（平成26年1月、愛知県）

■めざすべき愛知の姿（リニアを生かし、世界の中で存在感を発揮する中京大都市圏）

5

あいちビジョン2020を今年度中に策定予定。案では、目指す姿として中京大都市圏の構想を打ち出し、その中でリ
ニア開業効果を高める交通ネットワークの整備を主要な政策の一つとして位置付けている。



目標とするまちの姿：【世界に冠たるスーパーターミナル拠点 】
●国際的・広域的な役割を担う圏域の拠点・顔を目指す
●誰にも使いやすい国際レベルのターミナル駅をつくる
●都心における多彩な魅力を活かし、つないでいく
●リニア開通に向けて、行政と民間が一丸となって着実に構想を実現する

名古屋市

出典：名古屋駅周辺まちづくり構想≪骨子≫（案）（平成25年11月、第4回名古屋駅周辺まちづくり構想懇談会）

■ 主要プロジェクト図

リニアインパクトの活用 ～リニアを基軸とした地域まちづくりビジョン等の検討状況②～

6

目標とするまちの姿として【世界に冠たるスーパーターミナル拠点 】を掲げ、高いレベルの機能性を備えたまちづく
りを着実に進めるとともに、広く叡智を集め、世界の人々が集まり、魅了し続けるまちを目指す。



戦略の視点
●広域的に効果を波及
●大都市機能を分担
●岐阜県独自の魅力を発揮

岐阜県

出典：岐阜県リニア中央新幹線活用戦略（案）（平成26年2月、岐阜県）

リニアインパクトの活用 ～リニアを基軸とした地域まちづくりビジョン等の検討状況③～

7

岐阜県リニア中央新幹線活用戦略（案）は、「観光振興・まちづくり」、「産業振興」及び「基盤整備」の３分野において
地域づくりの方向性を検討し、重点的に展開する施策をとりまとめている。

観光振興・まちづくり戦略 産業振興戦略 基盤整備戦略



まちづくりの基本方針
●開業後の波及効果を産業の活性化と市民の暮らしに活かす
●リニア建設の経済効果を最大限取り込む
●開業に伴う影響への対応やシティーセールスを進める
●県内・周辺地域の一体的発展という広域的役割を果たす
●市民や地域との協働による都市計画と基盤の整備を進める

中津川市

出典：中津川市リニアのまちづくりビジョン（平成25年8月、中津川市）

リニア駅周辺の道路イメージ

■広域道路網とリニアの駅勢圏

リニアインパクトの活用 ～リニアを基軸とした地域まちづくりビジョン等の検討状況④～

8

中津川市リニアのまちづくりビジョンを平成25年8月に策定し、県内・周辺地域の一体的発展という広域的役割を
果たすことが基本方針で掲げられている。



リニア３駅活用交流圏の実現に向けた方針
●山梨県駅・岐阜県駅との交流拡大
●リニアと地域の強みを組み合わせた産業振興
●多様な移動手段を活用した広域観光の推進

長野県

出典：長野県リニア活用基本構想（案）～リニア中央新幹線が創る信州の未来～（平成26年2月、長野県）

■３つの広域交流圏

リニアインパクトの活用 ～リニアを基軸とした地域まちづくりビジョン等の検討状況⑤～

9

長野県リニア活用基本構想（案）を平成２６年２月に公表した。構想（案）では、リニア長野県駅を中心とした３つの
広域交流圏を設定し、そのうちリニア３駅活用交流圏構想では、山梨県駅・岐阜県駅との連携に取組むとしている。



地域像の実現に向けて必要なこと
●地域内外への「情報発信」
●飯田駅への交通結節性（アクセス性）の向上
●駅を中心とした街づくりの取組

飯田市（南信州広域連合）

出典：リニア将来ビジョン（概要版）（平成22年11月、南信州広域連合）

■将来の地域像

リニアインパクトの活用 ～リニアを基軸とした地域まちづくりビジョン等の検討状況⑥～

10

リニア将来ビジョンを平成22年11月に策定し、地域像の実現に向けて必要なこととして「飯田駅への交通結節
性（アクセス性）の向上」を挙げている。



重点施策「名古屋駅周辺地区」誰もが来たくなる最先端のまちに！
●便利で安全な使いやすい日本一の駅に
●中部圏のゲートウェイからゲートウェイシティへ
●先進的なナゴヤをショーケース空間の創造

名古屋の街づくりを
考える会

出典：『（仮称）ナゴヤ・グランドビジョン』策定の提言（平成25年6月、名古屋の街づくりを考える会）

■名古屋駅および駅前空間のイメージ

※組織概要：名古屋の都市としての魅力を高めることを目的に平成24年8月に発足。奥野信宏氏（中京大学教授）を委員長とし、名古屋
商工会議所、一般社団法人中部経済連合会、学識経験者、民間企業・団体の有志計16名で構成される。

リニアインパクトの活用 ～リニアを基軸とした地域まちづくりビジョン等の検討状況⑦～

11

これからの名古屋の街づくりの前提となる視点を「持続可能な街づくり」と「広域連携の中心として力を発揮する
名古屋」として提言した『（仮称）ナゴヤ・グランドビジョン』策定（平成25年6月）の中で、名古屋駅周辺地区について
言及している。

■これからの名古屋のまちづくりの前提となる視点



・使いやすく、 すべての交通機関の乗換利便性を飛躍的に向上させた「スーパーターミナル名古屋駅」の
実現

・内外からのお客さまをお迎えする、交流の時代を支える、世界一の移動利便性を兼ね備えた「スーパー
ゲートウェイ機能を持つ都市・名古屋」の実現

・有機的なネットワークを強化し実用性の高い「名古屋駅インター」の実現

世界に誇るゲートウェイ機能のある都市・名古屋の実現
●「スーパーゲートウェイ機能を持つ都市・名古屋」の実現
●「名古屋駅インター」の実現

名古屋商工会議所

出典： 「リニア中央新幹線開業を見据えた当地の地域づくり」に関する提言（平成25年3月、名古屋商工会議所）

■ 「リニア中央新幹線開業を見据えた当地の地域づくり」に関する提言

初めて名古屋に来た人でも、様々な交通機関の利用がスムーズにできるような利便性の確保と最高の結節
機能が必須

「世界交流都市・名古屋」の玄関口として、地域交通拠点との乗換利便性に優れた施設であると同時に、
「名古屋を目的地」に来訪される方に誇れるような機能の整備が期待される。

「スーパーターミナル」名古屋駅と、高速道路ネットワークを有機的に連携させる

＜世界に誇るゲートウェイ機能のある都市・名古屋の実現＞

リニアインパクトの活用 ～リニアを基軸とした地域まちづくりビジョン等の検討状況⑧～

12

「リニア中央新幹線開業を見据えた当地の地域づくり」に関する提言（平成25年3月）の中で、「スーパーゲート
ウェイ機能を持つ都市・名古屋」と「名古屋駅インター」の実現を訴えている。



リニア開通のインパクトを最大限に活かす基盤の整備
●岐阜県東濃駅と中央線美乃坂本駅との結節 ●名古屋駅へのアクセス強化
●濃飛横断自動車道等の整備 ●東海環状自動車道の全線開通

リニア中央新幹線を活かした
地域活性化協議会

出典：リニア中央新幹線を活かした地域活性化『グランドデザイン』の骨子（案）（平成25年9月、リニア中央新幹線を活かした地域活性化協議会）

■ グランドデザインの将来目標と戦略テーマ

※組織概要： ２０１０年３月にリニア中央新幹線の早期建設と東濃地域に停車駅の設置促進を目的として設立されたリニア中央新幹線
岐阜東濃駅設置促進協議会が前身。東濃5市（多治見市、土岐市、瑞浪市、恵那市、中津川市）及び可児市をはじめとする
岐阜県内の商工会議所や商工会のほか、愛知県及び長野県の商工会議所や商工会で構成され、リニア中央新幹線の
早期建設と岐阜東濃駅設置促進並びに岐阜東濃駅を活用し地域産業の活性化に資することを目的としている。会長は多
治見商工会議所会頭。

【将来目標】

【戦略テーマ】

新産業の創出と地域産業の活性化

日本の安全・安心を支える地域の形成

次世代の環境都市・健康都市の創造

リニアの効果を活かす交通基盤の整備

『強靱な国土形成と活力ある次世代地域の実現』
～リニア中央新幹線の開通とともに～

リニア開通のインパクトを最大限に活かす基盤の
整備
地域間の連携促進する基盤の整備

●岐阜東濃駅と中央線美乃坂本駅と
の結節
●名古屋駅へのアクセス強化
●濃飛横断自動車道等の整備
●東海環状自動車道の全線開通

リニアインパクトの活用 ～リニアを基軸とした地域まちづくりビジョン等の検討状況⑨～

13

リニア中央新幹線を活かした地域活性化『グランドデザイン』の骨子（案）（平成25年9月）の中で、リニアの効果を
活かす交通基盤の整備について述べている。



リニアインパクトの活用 ～『中部圏地域づくりフォーラム』の開催(平成26年2月18日）)～

◇基調講演 「リニア中央新幹線と中部圏の新たな飛躍」
中京大学総合政策学部 教授 奥野 信宏氏

◇パネルディスカッション
リニア開業に向けた地域づくりと地域の特性を活かした
リニア３駅からの発展シナリオ

［コーディネーター］
中京大学総合政策学部 教授 奥野 信宏氏

＜パネリストの主な発言＞

14

【名古屋市長 河村たかし 氏】

パネルディスカッション

・名古屋が面白くなることによって、逆ストロー現象になる
空前のチャンス

・名古屋駅をスーパーターミナル駅にすべく、駅前広場の
再開発、わかりやすい乗換空間、ターミナルスクエア、
高速道路のネットワークなど、使いやすい駅をつくっていく
ことが必要

約４００名の来場者奥野教授による基調講演

【飯田市長 牧野 光朗 氏】

【一般社団法人中部経済連合会 専務理事 伊藤 範久 氏】

【公益社団法人日本観光振興協会 中部支部長 須田 寛 氏】、

【中津川市長 青山 節児 氏】

・特徴的な地域ごとに拠点集約的な形で地域づくりを進める
中で、それを道路や鉄道でネットワークしていくことが重要

・アジアNo.1航空宇宙産業クラスター形成特区に加えさせて
いただき、この地域全体の産業クラスター計画の一翼を担
っていきたい。

・リニア駅への交通アクセス整備、他の交通機関との乗換、
高速バスの充実などが必要

・リニア駅周辺は岐阜県の東側の新しい玄関口にしたい
・車両基地は、雇用、消費拡大、関連企業誘致、オンリーワン
の観光資源としての活用など、大きな波及効果に期待

・リニア開業効果を広範囲に波及させるためには、リニア駅
から先の交通機関をうまく接続させることや駅周辺のまち
づくりが重要

・リニア開業を見据えた新しい観光ネットワーク、ビジネス
ネットワークをつくっていくことが必要
（トライアングルの形が一番良い）

・中部へ新たな企業を呼び込み、産業をさらに発展させ、
魅力を感じるような地域づくりをしていく必要がある

・リニア駅から他の交通機関による最終目的地までの
アクセスが便利、乗り継ぎのしやすさなどが重要。

主催：国土交通省 中部地方整備局・中部運輸局



リニアインパクトの活用 ～リニアを活用した中部地方の発展イメージ～

国際競争力の高い国土のエンジン地域の形成
（首都圏・近畿圏との濃密な連携・機能分担を核としたまんなか地域の発展）

首都圏・近畿圏と名古屋の一体化によるリニア大都市圏を形成し、
国際競争力が高い産業集積地の強化、強靱な国土形成、国際交流の拠点、豊かな生活圏の形成を目指す

①世界に名だたる名古屋の
中枢性の向上と拠点都市の発展

リニア大都市圏の形成／国際的なMICEの誘致促進／名古屋の
都市再生／名古屋の底上げに伴う周辺地域への波及拡大等

リニアを活かした
中部地方の発展方向

②広域交通ネットワークの
結節性・相互連携性の強化

③国内外からの求心力を
高める観光振興の促進

④新たな時代に対応した
産業構造の厚みの増幅

⑤安全・安心な中枢圏域の形成

⑥新たなライフスタイルの形成

リニアと東海道新幹線による重層的な交通連携軸の構築／陸
海空の広域交通ネットワークの機能強化・相互連携／名古屋駅
の交通機能結節性強化 等

国内外からの誘客促進（昇龍道プロジェクト等）／首都圏マー
ケットの取り込み／新たな観光周遊ルートの形成／ニューツーリ
ズムの促進・着地型旅行の活性化 等

企業の拠点機能の立地促進／異業種連携による新作業の創出
／テレワーク型就労形態の導入 等

代替性の確保／サプライチェーンの重層化／広域防災拠点の
整備／首都圏の中枢機能の分散配置によるバックアップ体制の
構築 等

広域的コンパクトシティ構造の実現／二地域居住の促進／Iター
ン・Uターンの促進 等

自治体・経済団体の
地域まちづくりビジョンにおける主要施策等
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リニアインパクトの活用 ～リニアを活かした中部地方の発展方向➀～

①世界に名だたる名古屋の中枢性の向上と拠点都市の発展
・首都圏・近畿圏と一体となり、リニア大都市圏を形成するとともに、名古屋における国際的なMICE
（*1）の誘致促進や都市再生、港・運河の親水空間を活用したアーバンリゾートエリアの形成を図り、
名古屋の中枢性の向上を図る。
・また、名古屋の中枢性を高め、底上げすることにより周辺地域への波及効果の拡大を図る。

（*1）MICE:Meeting（会議・研修）、Incentive tour（報奨旅行）、Convention・Conference（国際会議・学会）、Exhibition（展示会）の総称 16

国土のエンジン地域の中枢を
担う世界都市としての発展

リニア中間駅を中心とした
周辺地域の活性化

（観光振興、新産業の振興）

リニア大都市圏を形成する
産業拠点都市としての発展

ものづくり拠点地域としての
我が国の推進力形成

東海道新幹線を有効活用した
国内外交流の活性化

リニアインパクトの
北陸地域への波及

●名古屋駅におけるリニアおよびその他の交
通機能結節性強化や、都市再生、港・運河の
親水空間を活用したアーバンリゾートエリア
の形成を目指す。

●人・モノ・情報の集積により、拠点性を高め、
国際的なMICEの誘致等を促進する。

●ものづくり産業のさらなる活性化による我
が国経済の牽引地域として発展していく

●中津川、飯田および周辺地域は、リ
ニアがもたらす新たな交流軸を活用し、
観光振興および新たな産業の創出し、
多様で豊かな生活圏域を形成する

●東海道新幹線のこだま、ひかりの増発によ
り、東海道エリアの交流が活発化するととも
に、リニアと連携した新周遊ルートの創出に
より、新たな広域観光交流圏域を形成する

●ものづくり企業が集積する三河地
域と名古屋との道路交通ネットワーク
の機能強化により、ビジネス交流の
活発化を図り、ものづくり圏域として
の強固な推進体制を構築していく

●四日市および周辺地域において、
拠点性の高い名古屋、周辺地域との
連携と、関西地域との連携により、と
もに産業拠点として発展していく

●リニアによる名古屋の中枢性の
高まりとともに、高速交通ネットワー
クのさらなる充実により、リニアイン
パクトが北陸地域へ波及していく



リニアインパクトの活用 ～リニアを活かした中部地方の発展方向②～

②広域交通ネットワークの結節性・相互連携性の強化
・リニアと東海道新幹線を有効活用し、重層的な交通連携軸の構築により、さらなる交流活性化を
図る。

・陸海空の広域交通ネットワークの機能強化・相互連携および名古屋駅の交通機能結節性強化
（高速道路、鉄道の接続、乗り換えの円滑化）により、中部が有する交通インフラのポテンシャルを
最大限発揮する。

名古屋駅の交通機能結節性強化
（鉄道の乗換利便性強化、
高速道路との結節性強化）

陸海空の広域ネットワークの
機能強化・相互連携

濃飛横断自動車道との
結節性強化

中央道スマートＩＣとの
結節性強化

リニアと東海道新幹線による
重層的な交通連携軸の構築

三遠南信自動車道との
結節性強化
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小松空港

伏木富山港

松本空港

静岡空港

清水港
中部国際空港

富山空港

●中津川と奥美濃・飛騨地方
の連携強化を図る

●リニアと高速道路の接続に
よる利便性向上を図る

●リニアと東海道新幹線
との接続による新たな交
流軸の形成する

●リニア、高速道路、空港、港湾のネットワークを
効果的に活用しそれぞれの機能を最大限発揮し、
連携を深めることにより、利便性の高い広域交通
ネットワークを構築する

●名古屋駅の鉄道間の乗り換えの円滑化と高速
道路との接続性を高める

●リニアと東海道新幹線に重層化
の構築により、速達性を活かした
交流の活発化を図る

名古屋港

名古屋港

四日市港



リニアインパクトの活用 ～リニアを活かした中部地方の発展方向③～

③国内外からの求心力を高める観光振興の促進
・リニア駅を拠点とした国内外からの誘客促進を進め、昇龍道プロジェクトのさらなる活性化を図る。

・リニアと北陸新幹線、東海道新幹線等を活用した周回型ネットワークの活用により、新たな観光
周遊ルートの構築を図る。

・リニアの速達性を最大限活用し、リニア駅周辺の観光資源を活かしたニューツーリズム（*2）をはじ
めとした着地型旅行形態の活性化・促進を図る。

（*2）ニューツーリズム：グリーンツーリズム、エコツーリズム、ヘルスツーリズム、産業観光等の体験型・交流型の新しい観光形態

リニア・北陸新幹線を活用した新た
な観光周遊ルートの形成

リニア・東海道新幹線を活用した
新たな観光周遊ルートの形成

インバウンド促進

首都圏マーケットの
取り込み

リニア駅を拠点とした国内外からの誘客促進による
昇龍道プロジェクトの活性化

ニューツーリズムの促進
着地型旅行の活性化
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関西圏マーケットの
取り込み

能登空港

小松空港

松本空港

富山空港

静岡空港中部国際空港

●東海北陸道・北陸道・中央道・高山本線と、
リニアと北陸新幹線の新たな高速鉄道で結
ぶ、主要な観光スポットを効率よく周遊でき
る新たな観光ルートの形成を図る

●首都圏の日本人および訪日外
国人の取り込みを図る

●リニアと東海道新幹線と、高速道路を
バスやレンタカーで巡る新たな観光ルー
トの形成を図る

●昇龍道エリアのゲートウェイとしてのセ
ントレアのインバウンド促進を図る

●関西圏・西日本の日本人および訪
日外国人の取り込みを図る

●リニアの達性と、リニア周辺地域の資源を
活かした日帰り着地型旅行の活性化を図る

●名古屋、中津川、飯田への速達
性を活かした、リニア駅発着型の
新たな観光ルートの造成や首都圏
マーケットの取り込みによる、昇龍
道プロジェクトのさらなる活性化を
図る



リニアインパクトの活用 ～リニアを活かした中部地方の発展方向④～

リニア沿線立地型の産業機能立地促進
（航空宇宙産業等の研究開発、研修機能等）

異業種連携による新産業の創出

（次世代産業、農林水産業のブランド化、
６次産業化）

首都圏への速達性がもたらす

テレワーク型就労形態の導入に
よる多様な働き方の実現

④新たな時代に対応した産業構造の厚みの増幅
・リニアの速達性を活かし、企業の拠点機能の立地促進や航空宇宙産業等を活かした研究開発拠
点化を進めるとともに、異業種連携による新産業の創出（次世代産業、農林水業のブランド化、６次産業

化）を図り、新たな産業構造の厚みの増幅を図る。

・在宅とオフィスの相互勤務形態の実現を柔軟に対応するため、リニアの速達性を活かしたテレワー
ク型の新たな就労形態実現地域の形成を図る。
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高速道路沿線立地型の
新たな産業機能立地促進
（製造機能・物流機能）

既存の産業集積を活かした
さらなる高度化

●首都圏からの速達性と当地域に根付
いた航空宇宙産業をはじめとした産業技
術を活かした研究開発、研修機能の集積
の促進を図る

●首都圏からの速達性を活かし、適宜
ミーティングが出来る、弾力的な就労形態
が実現可能な地域の形成を図る

●ものづくり技術にかかる人、情報、技術
の交流促進を図る

●農林水産資源を活かし、人的な交流や
新しい技術の取り込みも活用し、異業種
が連携した多様な新産業が創出できる地
域を目指す

●速達性を活用し、製造部門に
おける国内外のビジネス交流の
機会の拡大を図る



リニアインパクトの活用 ～リニアを活かした中部地方の発展方向⑤～

まんなか地域の代替性確保

首都圏の中枢機能の分散配置に
よるバックアップ体制の構築

⑤安全・安心な中枢圏域の形成
・リニア、東海道新幹線、東名・新東名・中央道等、多重の高速交通インフラによる、まんなか地域
の代替性を活用した、ものづくり企業等のサプライチェーンの重層化を図り、大規模災害時にも社
会経済活動が停滞しない圏域を形成する。

・首都圏に集中している中枢機能を当圏域に分散配置し、バックアップ体制を構築するとともに、広
域防災拠点を整備する等により、我が国随一の安全・安心で、安定した地域を形成する。

広域防災拠点の整備

サプライチェーンの重層化
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●代替性を活用した、ものづくりを中心とした社
会経済活動が停滞しない地域の形成を図る

●リニア中央新幹線、東海道新幹線、東海道本線、東名高速
道路、新東名高速道路、中央自動車道等による、多重ネット
ワークによる代替性の確保により、有事の際も途絶することの
ない、我が国随一の安全・安心で安定した地域の形成を図る

●代替性を活用し、有事の
際の復旧・復興の拠点とな
る広域防災拠点の整備を
促進する

●首都圏に集中する中枢機能を中部に
分散配置させ、有事の際のバックアップ
体制を構築する

多重の代替性が確保され
交通ネットワークが途絶することのない地域



リニアインパクトの活用 ～リニアを活かした中部地方の発展方向⑥～

⑥中部の新たなライフスタイルの形成
・中部の各都市がコンパクトシティ化を実現し、それらが利便性の高いネットワークで結ばれる、広
域的なコンパクトシティ構造を形成し、住みやすさの先進圏域を目指す。
・Iターン、Uターンによる若年層の取り込みによる活力向上を図るとともに、首都圏からのアクティ
ブシニアによる二地域居住の促進等、新たなライフスタイルの実現可能地域を目指す。

Iターン、Uターンによる
若年層の活力の取り込み

中部広域コンパクトシティ構造の形成

公共交通を串、徒歩圏を団子に見
立て、公共交通の充実とともに、
自家用車を使わない都市構造

串と団子型（例：富山市）

あじさい型（例：北上市）

商店、医者、郵便局等の機能が揃う
一次生活圏（小さな花）を確保し、そ
れらがいくつも存在した（大きな花）都
市構造
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●リニアの速達性を活かし、気軽な往来によ
る二地域居住等の、首都圏のアクティブシニ
アの新たなライフスタイルを担う地域への展
開を図る

●「串と団子型」、「あじさい型」の構造を基本
とした各都市が、高規格幹線道路、鉄道等の
高速交通ネットワークで結ばれたネットワーク
構造の形成を図る

二地域居住の促進による
アクティブシニアの取り込み

●中部に所縁のある若者や、首都圏在
住の若者を取り込み、活力増進を図る



リニア中央新幹線関連の『新まんなかビジョン』への反映イメージ
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基 本 理 念

中部地方を取り巻く情勢・課題

１．中部地方を取り巻く情勢

２．中部地方の特性

３．中部地方の今後取り組むべき課題

求められる将来像と政策体系

実 行 計 画

１０～２０年後を見据えた具体的な目標
※５本の柱に掲げられた25の目標および関連する主な取り組み（短中長期）の記載

Ⅰ．いかなる災害にも しなやかで強い中部
【災害に最も強い地域の構築】

Ⅱ．活力溢れる中部
【我が国経済の牽引】

Ⅲ．出会い豊かな中部
【国内外の交流・連携機能の強化】

Ⅳ．自然と共生の中部
【世界有数の環境先進地域への挑戦】

Ⅴ．住み続けたくなる中部
【最も暮らしやすい地域の形成】

新まんなかビジョンが創り出す将来イメージ
※９つのエリアごとに、10～20年後 を見据えた中部の将来像を具現化するための事業等を記載

⓪中部全体で目指す地域づくり

①駿河湾沿岸から長野県東部を結ぶ地域

②南信から三遠を結ぶ地域

③名古屋都市圏一帯を 取り巻く地域

④東海と北陸を結ぶ地域

⑤東海と近畿を結ぶ地域

⑥伊勢湾・三河湾流域

⑦富士山麓と伊豆半島、丹沢周辺を結ぶ地域

⑧伊勢と紀伊半島中南部を結ぶ地域

⑨長野と飛騨・奥美濃、北陸沿岸を結ぶ地域

成果をより高める取り組み（推進体制、フォローアップ等）の詳細

１．概ね20年後に向けて念頭に置くべき社会情勢の変化

２．リニアを活かした中部地方の発展方向

①世界に名だたる名古屋の中枢性の向上と拠点都市の発展
②広域交通ネットワークの結節性・相互連携性の強化
③国内外からの求心力を高める観光振興の促進
④新たな時代に対応した産業構造の厚みの増幅
⑤安全・安心な中枢圏域の形成

⑥新たなライフスタイルの形成

３．中部地方の責務と役割

５．１０～２０年後を見据えた政策体系

４．１０～２０年後を見据えた中部地方の将来像

まんなかで日本をリードする中部

【リニアの視点】
①世界に名だたる

名古屋の中枢性の向上と拠点都市の発展
②広域交通ネットワークの結節性・相互連携性の強化
③国内外からの求心力を高める観光振興の促進
④新たな時代に対応した産業構造の厚みの増幅
⑤安全・安心な中枢圏域の形成
⑥新たなライフスタイルの形成

【リニアの視点】
リニア中央新幹線効果の地域経済への波及

成果をより高める取り組みの概要 22

【リニアの視点】 リニアに接続する都市間交通ネットワークの整備

【リニアの視点】 リニアによる世界最強都市圏誕生に向けた取組

【リニアの視点】 リニアに接続する都市間交通ネットワークの整備

【リニアの視点】 リニアに接続する都市間交通ネットワークの整備

【リニアの視点】 リニア中央新幹線による国土の新たな発展
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参考資料１

前回まんなか懇談会のご意見および対応
（前回 ：第21回平成25年2月18日開催 ）



９つの地域のうち、⑧については、「地形・気候などの風
土」と表記する。⑨については、中部縦貫自動車道、濃飛
横断自動車道の影響性を考慮し、これらが経由する奥美
濃地域にも焦点をあて、地域名を「長野と飛騨・奥美濃、
北陸沿岸を結ぶ地域」とする。（資料1・p11）
北陸新幹線の重要性は、「中部全体で目指す地域づくり」
の「高速交通ネットワークを活用した連携イメージ」の中に
位置付けるとともに、「長野と飛騨・奥美濃、北陸沿岸を結
ぶ地域」にて重要性を言及。（資料1・p6、p11）

５本の柱の概念、各柱の目標、具体的な取組の中で、本
文にて対応する。

９つの地域の特徴からコンセプトを導出し、地域ごとの特
徴が表現できるように留意するとともに、一覧表にて整理。
（資料1・p8～）

５本の柱の「３．出会い豊かな中部」の具体的な目標にお
いて、「社会基盤整備で都市機能を高度化」および「中山
間地や農山漁村の地域力の向上」のなかで“交流・連携に
よる自立を促す”ことについて言及する。（資料1・p4）

表現の見直しを実施
１．いかなる災害にもしなやかで強い中部【災害に最も強
い地域の構築】 、２．活力溢れる中部【我が国経済の牽
引】 、３．出会い豊かな中部【国内外の交流・連携機能の
強化】 、４．自然と共生の中部【世界有数の環境先進地域
への挑戦】 、５．住み続けたくなる中部【最も暮らしやすい
地域の形成】（資料1・p4）

発展性については、「中部の責務と役割」において、災害
への対応、国際化、暮らしやすさについて言及するととも
に、選択と集中の観点から、9つの地域ごとに重点的に取
り組む施策を明示する。（資料1・p3、p8～）

リニアを基軸とした中部の地域づくりの方向性を整理し、
発展の方向性を整理している。（資料2・全般）

リニア中央新幹線、昇龍道プロジェクトについては、今後
10～20年の長期的な展望にたち、中部全体および9つの
エリアの中で価値および関わり合いを整理する。（資料1・
p6～）

前回まんなか懇談会の主なご意見および対応

⑤施策の方向について、東京に過度の集中が無いような他の地域とのバランス
を図り、中部は一定のバランスの取れた地域として発展させる。また、東西と
南北の交通軸のバランスを取るべき。さらに、ソフトとハードのバランスを図り、
ものづくりについても、デザインのようなソフトも重視し、精神的な観点も加える
必要がある。

③昇龍道プロジェクトを活かしつつ、連携が緊密になるようにしなければならない。
リニア中央新幹線も地域連携に非常に役立つ。価値を見直す必要がある。

⑥高齢者、女性の雇用問題、多文化共生・外国人の労働者の受け入れの問題へ
の対応が必要。

①○将来の展望、長期的な視野に立った意見については、勢いのある表現にする。
持続性だけではなく、発展性を取り上げるべき。

○国際的な視点で満足のできるインフラであるべきであり、選択と集中、重点的な
施策が必要となる。

○企業の活力と個人のQOLを向上することが究極のゴールである。

②５つの柱のタイトルは、現代的な表現にし、国民の関心を高める。

⑦中部の中枢は名古屋だということを強調、地球温暖化、エネルギー問題への
対応が必要。

⑧自立の問題については、個々で単に自立するだけではなく、お互いに多くのものを
相互補完する中から、自立を見出すべきではないか。

⑨風土に加え「気候」という言葉を入れるべき、飛騨に奥美濃を追加するべき、北陸
新幹線について念頭に置くべき等、言葉のニュアンスについても検討をお願いし
たい。

⑩９つの地域ごとにポイントを集約し、冒頭に一覧表を付けてもらえると判りやすい。
地域概要、重点対策として何をするか、配慮すべきことを整理する。

④リニアについて、関心が高い周辺市町村を含めた広域連携に関する議論が弱い。
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主なご意見 対 応
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参考資料２

リニア中央新幹線の開業に伴う効果等
（ 前回資料より抜粋 ）



名古屋から見た広域的な時間圏の変化

【リニア開業前】 【リニア開業後】

■名古屋からの１時間圏（黄色）は、東海４県＋滋賀県の範囲であったものが、
長野県、山梨県、神奈川県、東京都へと範囲が拡大

■２時間圏（青色）は、千葉県まで大幅に拡大し、我が国の３つの国際拠点空港が入る
■更に、名古屋～大阪間が整備されれば、西日本方面への２時間圏は兵庫県南部をカバー

出典：名古屋都市センターＮＵＩレポート No.008「リニア中央新幹線と名古屋の未来」
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大交流リニア都市圏の出現

現状

大阪 名古屋 東京

山梨長野

静岡大阪・京都・
兵庫・奈良・
滋賀

愛知・岐阜・
三重

神奈川・千葉・
埼玉

大阪 名古屋 東京

1,986万人 1,123万人

220万人89万人

379万人

3,447万人

150分

60分
出典：リニア中央エクスプレス建設促進期成同盟会

■7千万人の大交流リニア都市圏（各都府県の人口と移動時間を模式化したもの）

※「大交流リニア都市圏」は「中央新幹線沿線学識者会議
『リニア中央新幹線で日本は変わる』2001年8月」を参考に、
東海道・中央新幹線の15都府県を想定した。

※人口はH17国勢調査（速報値）。

リニア実現後 約7,000万人

40分20分

■リニア中央新幹線が品川～大阪間で全通すると、東京－名古屋－大阪間の所要時間は、
現在に比べて半分以上縮まり、概ね60分圏内に三大都市圏が結ばれる

■三大都市圏の一体化と見ることができ、７千万人規模の「大交流リニア都市圏」が出現
■これほどの規模の大都市圏は世界に類例がなく、日本経済のエンジン地域として牽引力

が高まることに期待

3



国際競争力強化の可能性

■我が国の近隣諸国には、成長著しい大都市圏が存在
■各大都市圏は、人口規模が大きく、大規模な空港・港湾が整備されており存在感上昇中
■我が国の三大都市圏があたかも一体化されれば、総合力によって近隣諸国の大都市圏と

の比較優位性が高まる
■日本の国際競争力を高める上で、三大都市圏の相互連携は必要でリニアがこれを可能に
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北京・天津

ソウル・仁川

上海

東京

名古屋

大阪

大阪（大阪府） 名古屋（愛知県） 東京（東京都）

都市規模 ：人口（国勢調査、JETRO資料）
ゆとり ：人口密度（国勢調査、JETRO資料）
工業 ：GDP第２次産業（県民経済計算、JETRO資料）
サービス業： GDP第３次産業（県民経済計算、JETRO資料）
国際化 ：国際コンベンション会議件数（JNTO資料）
港湾貨物 ：国際コンテナ取扱量（Containerisation International Yearbook 2007)
空港旅客 ：国際旅客数（Airport Council International）
以上より、三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社にて作成

・アジア６都市（北京・天津、
上海、ソウル・仁川、東京、
名古屋、大阪）における
各指標について、平均値
が50、標準偏差が10とな
るように標本変数を規格
化して、６都市における
都市力の相対的な比較
を行い図示しました。

・各都市の数値は、各指
標の偏差値の合計を示し
ます。

北京・天津

上海

ソウル・仁川

363.2

リニア都市圏

都市規模

ゆとり

工業

サービス業国際化

港湾
貨物

空港
旅客

都市規模

ゆとり

工業

サービス業国際化

港湾
貨物

空港
旅客

都市規模

ゆとり

工業

サービス業国際化

港湾
貨物

空港
旅客

都市規模

ゆとり

工業

サービス業国際化

港湾
貨物

空港
旅客

都市規模

ゆとり

工業

サービス業国際化

港湾
貨物

空港
旅客

都市規模

ゆとり

工業

サービス業国際化

港湾
貨物

空港
旅客

都市規模

ゆとり

工業

サービス業国際化

港湾
貨物

空港
旅客

350.7

369.0

513.0

314.9 312.8 389.4
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名古屋から見た東京方面への時間圏の変化

25.5

130.3

0
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120

140

現状 リニア実現時

［万事業所］

リニア実現：所要時間40分

現状における
名古屋２時間圏の範囲

出典：H13年事業所・企業統計（全事業所数）

愛
知
県

（
名
古
屋
）

東京東京

千葉市千葉市

横浜市横浜市

さいたま市さいたま市

約5倍に

現状（のぞみ）
所要時間約1時間45分

リニア実現による名古屋２時間圏の拡がり 名古屋2時間圏の事業所数の拡大

■名古屋２時間圏の事業所数

■リニアを利用した場合の名古屋からの２時間圏は、現在（のぞみ号利用時）の都心３区か
ら大幅に拡大され、千葉市、さいたま市、横浜市など１都３県の県庁所在都市が範囲内に

■２時間圏内に立地する事業所数は約５倍に拡大
■名古屋都市圏と首都圏との一体化が進み、多様な交流･連携が活性化され、相互連携や

補完の可能性が高まる（ビジネス面、暮らし・観光面での結びつきが強まる可能性）

出典：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 5

リニア実現における
名古屋２時間圏の範囲



東京から見た名古屋都市圏

東京からみた名古屋都市圏の時間的ポジション（東京40分圏）

つくば市

土浦市

千葉市

藤沢市

小田原市

名古屋市

八王子市

高崎市
宇都宮市

東北新幹線

上越新幹線

中央線

リニア中

央新幹線

東海道新幹線

東海道線

総武線

常磐線

つくばエクスプレス

東京
226万人

58万人

37万人
51万人

21万人

14万人

96万人

41万人

20万人

40分圏

出典：数字は平成22年国勢調査の総人口
作成：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社

■山手線拠点駅40分圏の都市

リニア中央新幹線利用

既存新幹線利用

在来線・私鉄利用

※東京40分圏は山手線

拠点駅からの所要時

間

■東京駅および山手線拠点駅からの40分圏には、首都圏において特徴的な役割を担う
拠点都市が分布

■既存の新幹線で約40分で結ばれる都市からは、多くの新幹線通勤者が東京を往来
■こうした時間同心円上に名古屋市が立地することから、首都圏との関係において、

名古屋市は新しい役割を担うことが可能な立地に

6



日本経済全体の活力増進の可能性

■リニアの開業に伴う時間短縮は、多様な経済活動の効率を高め、これによる経済効果が
発現され、50年便益は10.7兆円に上るものと見込まれる

■便益の帰着地域は、リニア沿線地域を中心に分布するが、ネットワーク効果により国土の
広域的な範囲に及ぶ

■三大都市圏を中心に我が国経済の活力が増進していくことが期待される

7

品川～名古屋間の整備による経済効果（便益）の拡がり

※開業年を2025年とし、同年を基準年として50年間の効果を算定。
※「人口減少」や「技術進歩」を考慮した試算結果。

高

低

約10.7兆円

総便益

品川

名古屋

※シミュレーション結果（品川～名古屋開通） 出典：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社



災害に強い国土の構築

国土の東西交通の「要」となる名古屋

東海道新幹線リニア中央新幹線

大阪 名古屋

東京

大阪
名古屋

東京

東名

新東名

中央道名神

新名神

高速鉄道

高速道路

■我が国の社会経済を支える大動脈が途絶しないネットワークの構築が必須
■現在、高速道路は２重化・３重化が進みつつある
■リニア中央新幹線の整備により、高速鉄道も２重化されリダンダンシーが向上
■中部地域は、名古屋を中心にネットワークの重層化の起点となり、我が国国土の要衝に

8
出典：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社



中部地域に広がる東京との時間短縮

東京

~2.5%
2.5 ~ 5%
5 ~ 10%
10 ~ 20%
20 ~ 30%
30 ~ 40%
40 ~ 50%
50 ~ 60%
60% ~

中津川市
69.7%

飯田市
83.0％

名古屋市
57.9%

岐阜市
42.3%米原市

42.3%

敦賀市
25.7%

福井市
5.9%

高山市
18.0%

松本市
6.3%

茅野市
11.5%

豊根村
57.8

津市
33.3%

豊橋市
6.3%

概ね40%
短縮エリア

概ね50%
短縮エリア

名古屋50km圏
であるが所要時
間短縮効果が
限定的となるエ
リア

名古屋100km
圏であるが所要
時間短縮効果
が限定的となる
エリア

50km圏

100km圏

短縮率
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65
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65

85
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108

100

75

125

80

95

100

110

130

長野市

松本市

飯田市

岐阜市

大垣市

高山市

中津川市

多治見市

静岡市

浜松市

名古屋市

一宮市

津島市

半田市

豊田市

岡崎市

豊橋市

新城市

桑名市

四日市市

鈴鹿市

津市

松阪市

※グレーはリニア無しの所要時間

0 50 100 150 200 250 300

（分）

長野県

岐阜県

愛知県

三重県

静岡県

リニア（名古屋）

リニア（名古屋）

リニア（中津川）

リニア（飯田）

リニア（甲府）

リニア（名古屋）

■東京との時間短縮は、リニア駅整備地域を中心に中部地域に広域的に広がる
■但し、時間短縮率が大きい地域（40～50％）と小さい地域に分布し、その濃淡も顕在化

9

リニア（名古屋駅）利用が最も早い

リニア（名古屋以外の駅）利用が最も早い

東海道新幹線利用が最も早い

北陸新幹線利用が最も早い

出典：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 （CRISER業務）



＜現状：名古屋駅１０分到達可能圏域を図化＞
・東京～名古屋 １００分
※新幹線駅からの乗換時間 １０分考慮

＜リニア実現時：名古屋駅６５分到達可能圏域を図化＞
・東京～名古屋 ４０分
※リニア駅からの乗換時間 １５分考慮（大深度配慮）
■駅から徒歩１０分圏域は検索対象とする。

（２）到達圏域内事業所数の変化

（１）到達圏域内人口の変化

出典：平成22年国勢調査（総務省）
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23.6
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現状 リニア実現時

[万事業所]

出典：平成18年事業所・企業統計（総務省）

２１．８倍

６．８倍

名古屋駅京都駅

新大阪駅
豊橋駅

※現状、品川～豊橋間は
新幹線利用で約120分で到着

※現状、品川～京都間は
新幹線利用で約130分で到着

※現状、品川～新大阪間は
新幹線利用で約150分で到着 浜松駅

※現状、品川～浜松間は
新幹線利用で約110分で到着

※現状、品川～名古屋間は
新幹線利用で約100分で到着

名古屋駅

ＪＲ岐阜駅

近鉄四日市駅

米原駅

豊橋駅

三河安城駅

豊田市駅

リニア開業に伴う東京→名古屋の鉄道２時間圏の広がり
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リニア名古屋駅へ高速道路が結節した場合の時間距離の変化

【高速道路への結節の有無による40分圏】

11

【高速道路への結節の有無による60分圏】

凡例（名駅40分圏）

名古屋駅

高速道路への結節なし

高速道路への結節あり

凡例（名駅60分圏）

名古屋駅

高速道路への結節なし

高速道路への結節あり



リニア中央新幹線の開業を見据えた中部地方のイメージ

■リニアと多モードの交通基盤を結節・連携して
広域流動の円滑化を推進

■内外からの活発な交流増進を通して
「まんなかで日本をリードする中部」を実現

12

中津川

中部横断自動車道

三遠南信自動車道

飯田・高森

名古屋
▲富士山

※ 能登半島を龍頭に見立てた「昇龍道プロジェクト」により、
中部圏へのインバウンドを推進

至 東京

至 大阪

濃飛横断自動車道

港湾の国際競争力の強化

空港の24時間化

名古屋

ＪＲ
東海道線

ＪＲ
中央線

大垣

岐阜
多治見

東海環状
自動車道

伊勢湾岸自動車道

東海道
新幹線

名古屋第二
環状自動車道

名古屋港

東海北陸自動車道

中部国際空港

リニア
新幹線

高速化高速化

高速化
人流活性化

直結

都市内交通の
輸送力向上

出典：国土交通省 中部地方整備局



新まんなかビジョンを取り巻く関連計画等

・国土強靱化政策大綱の概要

・国土のグランドデザインの概要

・昇龍道プロジェクトの展開

・東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議
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国土強靱化政策大綱の概要

2



国土強靱化政策大綱の概要

【基本目標】
・人命の保護が最大限図られること
・国家および社会の重要な機能が致命的な障害を受けずに
維持されること
・国民の財産及び公共施設に係る被害の最小化
・迅速な復旧・復興

基本理念

「強さ」と「しなやかさ」を持った安
全・安心な国土・地域・経済社会の
構築に向けた「国土の強靱化」（ナ
ショナル・レジリエンス）を推進する

起こってはならない事態と回避するプログラム（例）

国・地方の実施方針

国土強靱化基本計画の策定
脆
弱
性
評
価
の
実
施

国土強靱化地域計画の策定

都道府県・市町村によ

る施策の実施

国による施策の実施

▼サプライチェーンの寸断等による企業の生
産力低下による国際競争力の低下

⇒代替性確保ネットワーク整備等の
防災・減災対策

▼社会経済活動、サプライチェーンの維
持に必要なエネルギー供給の停止

⇒災害時のエネルギー供給確保

▼大都市での建物・交通施設等の複合
的・大規模倒壊や住宅密集地における
火災による死傷者の発生

⇒密集住宅市街地における総合的な対策

▼広域にわたる大規模津波等による多数の死者の発生
⇒大規模津波等に備えた対策の推進

国の他計画
への指針

都道府県・市町村
の他計画の指針

調和

3



国土のグランドデザインの概要

4



新たな国土のグランドデザインの策定

国土形成計画（全国計画）策定から５年が経過し、我が国の国土を取り巻く状況は大きく変わってきていることから、国土をめ

概算要求 税制要望

新規 1.8億円 －

ぐる将来への不安感・危機感を払拭し、２０５０年頃までの長期を見据え、持続的な成長への期待を確信できる国土・地域づく
りの理念・哲学等を示す新たな 「国土のグランドデザイン」 を平成２６年春までに策定するとともに、それを踏まえた課題に具
体的に対応するための戦略づくりを進める。

れらを踏まえ 新たな「国土 グ ドデザイ を策定

（前提とすべき現実）
グローバル化、国土の脆弱性、インフラの老朽化、

国・地方の厳しい財政状況 等

（国土をめぐる長期的な変化）
人口の減少・地域的偏在、高齢化、巨大災害の切迫、

地球環境問題（気候変動）、環境・エネルギー制約の高まり 等

これらを踏まえ、新たな「国土のグランドデザイン」を策定

国土・地域づくりの「理念・哲学（どのような国土にしたいのか）」 と「目標」を示し、その実現のための施策の方向性を提示

＜キーワード：ゆたかな社会、安全・安心、次世代への継承、ふるさとの維持 等＞

＜グランドデザインの策定に向けて想定される検討事項＞

人口の減少・地域的偏在、高齢化等が進行する中、財政制約、限ら
れた資源等の制約下においても 地域の活力を維持 増進するとと

１．都市・地域の拠点づくりと一体となった地域の形成 ２．経済成長を実現する国土・地域づくり

激化するグローバル競争に勝ち抜き、経済成長を実現するため、れた資源等の制約下においても、地域の活力を維持・増進するとと
もに、必要なサービスを受けられるようにするため、既存集積の効
率的活用を基本とした都市・地域における拠点づくりと周辺エリアと
一体となった重層的な地域の形成が必要

激化するグロ バル競争に勝ち抜き、経済成長を実現するため、
産業基盤の強化や都市の競争力を更に高める国土・地域づくりが
必要

災害に脆弱な国土に対する危機意識を持って、首都直下地震、南
海トラフ巨大地震等巨大災害への備えについて、国や地域の経済

３．ふるさとを守る効果的な国土管理 ４．巨大災害等に対し強くてしなやかな国土づくり

人口の減少・地域的偏在、高齢化等が進行する中、国土管理の
担い手の減少によるふるさとの荒廃に対応するため、より多様な
主体 より効率的な資源投入による国土管理が必要 社会システム等を含めた国土全体としての総合的な対応が必要主体、より効率的な資源投入による国土管理が必要

19
（キーワード：民間の活用、高齢者・女性が最大の資源、都市と農山漁村の交流 等）

＜横断的な検討の視点＞多様な地域を支える主体とライフスタイル

CsUser0
長方形

CsUser0
テキストボックス
5

CsUser0
テキストボックス
 国土交通省重点政策
（平成25年8月 国土交通省）より



6

昇龍道プロジェクトの展開
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平成24年
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（万人泊）昇龍道９県

昇龍道ミッションとして地域一体となったプロモーション昇龍道ミッションとして地域一体となったプロモーション

・平成２４年７月２５～２８日 中国市場向け：上海・杭州

・平成２５年５月１３～１５日 台湾市場向け：台北

・平成２６年２月２２～２６日 タイ市場向け

昇龍道プロジェクトの展開
昇龍道プロジェクトとは昇龍道プロジェクトとは

今後の戦略 ー団体旅行から個人旅行に移行している状況を踏まえ、アクション･プランに基づく具体的施策を展開ー今後の戦略 ー団体旅行から個人旅行に移行している状況を踏まえ、アクション･プランに基づく具体的施策を展開ー

約32％増加

約25％増加

（注）１．従業者数９人未満の宿泊施設を含む ２．出典：観光庁 宿泊旅行統計調査

外国人宿泊者数 全国との比較（1月～9月）外国人宿泊者数 全国との比較（1月～9月）

能登半島を龍頭に見立て、中部･北陸圏の観光エリアを龍をモチーフとして「昇龍道」と命名し、中

華圏及び東南アジアを対象に昇龍道ブランドとしてプロモートするプロジェクト

〈対象国・地域 ： 中国、台湾、香港、シンガポール、タイ、ベトナム、マレーシア、インドネシア〉

将来目標 ：600万人泊

26年末に400万人
泊を確実に達成

（万人泊）

昇龍道プロジェクトの新たな目標昇龍道プロジェクトの新たな目標

（目標年次は政府の2,000万人目標達成時期と連動）

アクション･プランの策定 （H25.9.26）アクション･プランの策定 （H25.9.26）

① 受入環境水準の向上等
② 一貫したプロモーション
③ 市場への戦略的アプローチ
④ 昇龍道プロジェクトの活動 内容の発信
⑤ 関係省庁との連携

※25年12月に中部国際空港において、タイからの訪日旅行者（２３３人）を対
象に観光ルートや宿泊地及び情報入手方法等の実態把握調査を実施

① Wi-Fi 使用環境の拡充・導入促進
・自治体向けに無料Wi-Fiサービス提供の仕組み

を調査し、情報提供を実施。
・ホテル、旅館、飲食店等向けに既存有線ＬＡＮ
を活用したWi-Fi導入等の情報提供を行う。

（いずれも東海総合通信局と協同で実施）

②ムスリム対応
・食泊施設を対象に食事、礼拝、言語等にか
かる受入基準を提案し、環境整備を促進する
とともに整備実施済み施設を中心にモデル
コースの策定、モニターツアーを実施予定。
（ムスリム分科会開催予定）

③交通利便性の向上
・昇龍道における割引切符、周遊切符等の商
品化等を促進（交通利便性分科会開催予定）

④エアアジアＸの就航対応
・3月17日マレーシア～セントレア間の就航に
向けてプロモーションを強化

7



8

東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議



東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議

・３連動地震等の巨大地震への対策について、中部圏

の産官学の関係者が一体となって中部圏地震防災

基本戦略を策定する。

東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議 優先的に取り組む連携課題

中部圏地震防災基本戦略のポイント

１．災害に強いものづくり中部の構築（中部経済産業局）

２．災害に強い物流システムの構築（中部運輸局）

３．災害に強いまちづくり（中部地方整備局）

４．情報伝達の多層化・充実と情報共有の強化（東海総合通信局）

５．防災意識改革と防災教育の推進（三重県）

６．確実な避難を達成するための各種施策の推進（静岡県）

７．防災拠点のネットワーク形成に向けた検討（中部地方整備局）

８．道路啓開・航路啓開等のオペレーション計画の策定（中部地方整備局）

９．災害廃棄物処理のための広域的連携体制の整備（中部地方環境事務所）

１０．関係機関相互の連携による防災訓練の実施（中部管区警察局）

基本戦略の多くの課題の中で、各機関の緊密な連携なくしては達

成が難しく、かつ緊急に対処すべき課題を「優先的に取り組む連携
課題」として選定し基本戦略を推進。 ※（ ）内は幹事機関

「最終とりまとめ」では、以下の内容を盛り込んだ。

1. 生活や経済活動への影響を防止・低減する施策を推進す
ること

2. 優先的に取り組む連携課題についてアクションプランを
策定し、進捗状況を定期的にフォローアップするとともに、
取組の成果を共有し、施策を推進すること

3. 中央防災会議が策定する「南海トラフ巨大地震対策大綱
（仮称）」等に基本戦略に盛り込まれた優先的に取り組む
連携課題の成果等が反映されるよう働きかけること

4. 中部圏戦略会議の構成機関等が連携し、広域的・実践的
な地震・津波防災訓練（防災-TEC）を毎年開催すること

南海トラフ巨大地震対策計画
中間とりまとめの地方計画策定

合計１２５構成員

（３２機関）

（５３機関）
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